
令和７年度 指定管理施設運営状況評価表 

１．施設の概要 

施 設 の 名 称 むつ市ウェルネスパーク・むつ市総合アリーナ 

指 定 管 理 者 

団 体 名 山内土木株式会社 

代 表 者 代表取締役  山 内 将 邦 

所 在 地 むつ市大湊新町 37 番 12 号 

指 定 期 間 令和７年４月１日～令和 12 年３月 31 日（５年間） 

指 定 管 理 

業 務 の 概 要 

１ 施設の使用許可に関すること。 

２ 施設の利用料金徴収に関すること。 

３ 施設の維持、管理及び修繕に関すること。 

４ 施設の特性を活かした利用促進に関すること。 

５ その他施設の設置目的を達成するために必要なこと。 

 

２．収支の状況 ※消費税及び地方消費税を含んだ額を計上すること。自主事業分

は含まないこと。 

※原則として他会計からの繰入金及び他会計への繰出金は含ま

ないこと。 

※人件費には、経常の指定管理業務にかかる人件費のみを記載し、

臨時的な日雇い雇用などの賃金を含まないこと。 

(単位：千円) 

区 分 計 画 額 ① 実 績 額 ② 増 減 （ ② － ① ） 

収 入 合 計 ( Ａ ) 260,361 258,783 △1,578 

 う ち 利 用 料 金 額 30,583 29,001 △1,582 

 う ち 指 定 管 理 料 229,418 229,418 0 

支 出 合 計 ( Ｂ ) 260,361 259,897 △464 

 う ち 人 件 費 95,819 101,857 6,038 

収 支 差 ( Ａ － Ｂ ) 0 △1,114 △1,114 

市 へ の 納 入 金  0 0 0 

計 画 額 と 比 較 し た 

実 績 額 の 増 減 理 由 

ウェルネスパーク・アリーナ共に利用者減のため、施設利用

料収入が減少した。 

 



３．施設利用の状況 

(単位：人) 

利 用 者 数 

区 分 計 画 ① 実 績 ② 増減（②－①） 

むつ市ウェルネスパーク 

センターハウス 20,998 19,693 △1,305 

克雪ドーム 93,349 77,954 △15,935 

見学 47,291 41,592 △5,699 

会員 0 170 170 

合計 161,638 139,409 △22,229 

むつ市総合アリーナ 

ボルダリング 4,654 3,675 △978 

ランニング 721 978 257 

貸切利用 166,778 56,394 △110,384 

見学 0 504 504 

合計 172,153 61,551 △110,602 

利用者の声とその対応状況 ※利用者アンケートの実施（○有 ・無） 

 

【利用者の声】 

プールの水温が冷たくてウォーキングしていても終始体が冷える。 

冬なのだからもう少しシャワーと両方温かく設定してほしい。 

【対応】 

確認した所、水温に変化はなく計測時はどの時間帯においても一定でしたが、排風

機故障の為、室温が一定ではなくおそらく水温ではなく室温の変化によるものと推

測されます。 

早急な交換が必要と考えております。 

 

【利用者の声】 

トイレをウォシュレットに変えてほしい（複数有） 

【対応】 

担当課と協議致します。 

 



４．自主事業の実施状況 

単位：人、千円 

事 業 名 利 用 者 数 収 入 支 出 

むつ市ウェルネスパーク・むつマ

エダアリーナ（むつ市総合アリー

ナ）自主事業 

45,146 29,571 27,440 

 

５．個別項目評価 ※指定管理者と市の所管課が評価 

評価基準Ａ（優良）：計画された業務水準を大きく超える、独自の取組を実施するな

ど、特にめざましい成果があった。 

Ｂ（適正）：計画された業務水準を概ね達成した。 

Ｃ（要改善）：計画された業務水準を達成できなかった。 

 

評価項目 自己評価 市の評価 

⑴ 施設設置目的に添ったサービス向上に関する取組み状況   

 
①開館時間、休館日等を守り、施設利便性の確保に努めた

か。 
A B 

 
②施設の使用許可、使用料減免等が適正、円滑に行われた

か。 
B B 

 
③利用者に対する接客マナー等、職員の勤務態度は適正だ

ったか。 
A B 

 
④利用者の意見を聴取し、それらを反映する取組みを行っ

たか。 
B B 

⑵ 利用促進に関する取組み状況   

 ①施設利便性を高める努力を行い、効果が得られたか。 A B 

 
②潜在的な利用者等に営業広報活動を行い、利用アピール

をしたか。 
A B 

 ③自主事業を企画・実施し、効果が得られたか。 B B 

⑶ 効率性の向上に関する取組み状況   

 
①施設管理経費を低減するための取組みを行い、効果があ

ったか。 
A B 



評価項目 自己評価 市の評価 

 ②収入増を図るための取組みを行い、効果があったか。 B B 

 ③職員の資質・能力向上を図る取組みがされたか。 A B 

⑷ 施設の適正な維持・管理に関する取組み状況   

 
①施設の維持管理、運営に当たる人員配置は適正であった

か。 
B B 

 ②設備・備品の維持管理及び修繕が適切に行われたか。 A A 

 ③労働関係法令等を遵守し、適正な管理を行ったか。 A B 

 
④利用料金の収受及び施設管理経費の支出は適正であった

か。 
B B 

⑸平等利用、安全対策、危機管理等に関する取組み状況   

 
①利用者が平等に利用できるよう施設利用情報提供に配慮

したか。 
A B 

 ②日常の事故防止等の安全対策は適切であったか。 A B 

 ③防犯、防災対策等の危機管理体制は適切であったか。 A B 

 ④利用者の個人情報保護は徹底されていたか。 B B 

 

６．指定管理者総合評価 ○注 指定管理者は当該評価期間における自己評価を記載す

ること。また、個別項目評価を C とした場合は、改善策も記載すること。 

（1）①両施設の休館日が異なる為、各施設の状況や問い合わせを、いずれの日に

おいても双方の施設で行う事が可能となりました。大会主催者との打ち合わせを適

切に行うことにより大会当日の開館時間について柔軟に対応し利便性向上に努め

ました。 

 

（1）③接客に関しお褒めの言葉を頂くことも多くサービス向上に寄与したと考え

ております。 

 

（2）①LINE でのオンライン予約、3 ヶ月先までの予約状況の Web 公開などのオン

ライン関係について強化し、そこからの新規利用者や各種団体との円滑な打ち合わ

せ等に対応できたと思います。 

 

（2）②Youtube チャンネル、TikTok アカウントを継続的に運用し、SNS イベント

等も開催し若い方を中心とした非常に多くの方に目にして頂く機会を設けられた

と思います。 

 

（3）①維持管理職員のスキルアップを行う事で、今まで以上に自社で修繕を行え

る技術を習得し大幅な管理費の削減に努めました。 



 

（3）③年間資格取得数７件、全体研修各 12 回ずつ計 24 回を実施し資質、能力向

上に努めました。 

 

（4）②修繕発生時には、市と連携し問題解決に向けて事象の共有や工事業者との

連絡を迅速に取り施設維持に貢献できたと思います。 

 

（4）③法令違反は 1 件もございませんでした。 

 

（5）①3 ヶ月先までの予約状況の Web 公開、ウェルネスパークに関しましては今

までの予約方法を大きく変更し 1 ヶ月先までの予約ができるようにし、利用者の

方々が平等に利用できるように努めました。 

 

（5）②③維持管理職員による毎事巡回点検、全部署による迅速な情報共有、毎月

の全体研修会の実施、火災だけではなく地震を想定した避難訓練の実施をする事に

より危機意識を常に持ち、安心で安全な施設環境の提供ができたと考えておりま

す。 

 

 

７．市の所管課総合評価 ○注 所管課は当該評価期間における総合評価を記載するこ

と。また、個別項目評価を C とした場合は、指導内容も記載すること。 

・事業計画に基づき、適切に施設の運営・維持管理が行われていた。 

・光熱費の高騰が続いている中で、こまめな消灯や空調コントールを行うことで光

熱費の節減に励むとともに、電力会社が実施するＤＲサービスへ積極的に参加し

電力使用量を意識的に調整し節電対策に努めた点を評価する。 

・職員のスキルアップに力を入れており、可能な範囲の修繕等は自社で行うことで

維持管理費の削減に大いに励んだ点を評価する。今後も積極的に資格取得や研修

に取り組み、職員の資質向上に努めることを期待する。 

・利用者が求めるニーズに沿ったサービスの提供を心掛けている点を評価する。利

用者が、より増加するような魅力あるサービスの提供を今後も期待する。 

 

 


